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インストゥルメントセットの使用
 

  
Dark Planet の世界へようこそ
Dark Planet VST Sound Instrument Set には、VST インストゥルメントの高品質な追加コンテンツが収録されています。      
新しい VST サウンドプリセットで、ご使用のサウンドライブラリーを拡張できます。Dark Planet VST Sound Instrument      

Set に収録されているサウンドは、スタンドアローンまたはシーケンサープラグインバージョンの HALion、HALion  
Sonic、または HALion Sonic SE にプログラムとしてロードできます。

本書では、Dark Planet VST Sound Instrument Set で使用できるパラメーターについて説明します。

プログラムのロード
インストゥルメントセットからプログラムをロードするには、プラグインまたはホストアプリケーションにある以

下のいずれかの方法を使用します。

•「Load」ページ
•「Load Program」ダイアログ

• MediaBay

プラグインまたはホストアプリケーションにプログラムをロードする方法の詳細については、該当製品のマニュア
ルを参照してください。

➯ Cubase の MediaBay 内でプログラムをダブルクリックしてロードすると、Cubase で HALion Sonic SE に関連付      
けられたインストゥルメントトラックが作成されます。Cubase にインストールした HALion Sonic または HALion     
でプログラムを使用するには、インストゥルメントトラックを作成して、そのトラックにプログラムをロードし
ます。
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プログラムパラメーターの編集

  
プログラムパラメーターの編集
Dark Planet VST Sound Instrument Set に含まれるすべてのプログラムには「Macro」ページが提供され、インストゥ      
ルメントセットに関連するパラメーターにアクセスできます。「Macro」ページは 4 つのセクションに分かれていま  

す。ページの上半分にはプリフィルターの「Distortion」セクション、「Filter」セクション、およびポストフィルター

の「Distortion」セクションが含まれ、下半分には、「Modulation Effect」セクションがあります。

HALion または HALion Sonic でのプログラムの編集
HALion および HALion Sonic では、すべてのプログラムに使用できる標準の「Edit」ページでもプログラムパラメー    

ターを編集できます。「Edit」ページには、「Macro」ページより多くのパラメーターがあり、HALion または HALion  
Sonic で使用できるすべてのサウンド関連パラメーターにアクセスできます。これらのパラメーターの詳細について 

は、該当製品のマニュアルを参照してください。

• HALion Sonic では、「Show Macro Page」ボタンをオフにすると「Edit」ページが開きます。

プリフィルター /ポストフィルターの「Distortion」セクション

Dark Planet VST Sound Instrument Set には、2 つのディストーションエフェクトが含まれます。1 つめのエフェクト      
はモーフィングフィルターの前に配置され、2 つめのエフェクトはフィルターのあとに配置されます。これによっ 

て、フィルターがかかっていないサウンドにディストーションをかけたり、フィルターがかかった信号にディストー

ションをかけたりできます。2 つのエフェクトを同時に使用することもできます。たとえば、プリディストーション 
エフェクトでビット深度を下げながら、ポストディストーションエフェクトを使用してオーバートーンをかけられ

ます。いずれのエフェクトにも、同じパラメーターセットを使用できます。
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プログラムパラメーターの編集
On/Off

該当のディストーションエフェクトのオン /オフを切り替えます。

TYPE

ディストーションのタイプを指定します。選択できるオプションを以下に示します。

GAIN

サウンドの出力レベルを調節します。

DISTORTION

このコントロールは、ディストーションタイプが「Tube」または「Clip」の場合に使用できます。ノブを時計方向
に回すと歪みのかかり具合が強くなります。

REDUCTION

このコントロールは、ディストーションタイプが「Bit」または「Rate」の場合に使用できます。ノブを反時計方向
に回すと、ビット深度またはサンプルレートが下がります。

MIX

ドライ信号とディストーション信号のバランスを調節します。 

「Filter」セクション

ローパスとハイパスのフィルターエフェクトをミックスして、2 つのフィルター間でクリエイティブなモーフィング 
を行なえます。フィルターシェイプ A と B については、該当のポップアップメニューからフィルターシェイプをそ   

れぞれ選択できます。

Filter Shape B

ここでは、ハイパスまたはバンドリダクションフィルターシェイプを選択できます。

Filter Shape A

ここでは、ローパスまたはバンドパスのフィルターシェイプを選択できます。

項目 内容

Tube 温かいチューブのようなディストーションを加えることによって多くの特性を提供し
ます。「Distortion」コントロールでチューブドライブの量を設定できます。

Clip トランジスタ系の明るいディストーションを加えます。「Distortion」コントロールでク
リッピングの量を設定できます。

Bit  
(ビットリダクション)

クオンタイズノイズを使用してデジタルディストーションを加えます。「Reduction」コ
ントロールでビットリダクションを調節できます。

Rate  
(レートリダクション)

エイリアスノイズを使用してデジタルディストーションを加えます。「Reduction」コン
トロールでレートリダクションを調節できます。

Filter Shape B  

Filter Shape A  

「Cutoff」コントロール

「Morph」コントロール
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プログラムパラメーターの編集
Morph

A と B のフィルターシェイプ間でモーフィングを調節します。

Cutoff

フィルターのカットオフ周波数を調節します。

➯ ディスプレイ内をクリックしてドラッグすることで、「Cutoff」と「Morph」パラメーターを同時に設定すること
もできます。

Resonance

カットオフ周波数付近の周波数を強調します。エレクトリックなサウンドを強調したい場合は、レゾナンスの値を

上げます。レゾナンスの設定を高くすると、フィルターは自己発振し、電話の呼出音のような音になります。

「Modulation Effect」セクション

エフェクトチェーンの最後は、モジュレーションエフェクトです。

On/Off

モジュレーションエフェクトのオン /オフを切り替えます。

TYPE

使用するモジュレーションエフェクトを設定します。「Flanger」( フランジャー ) または「Phaser」( フェイザー ) か  
ら選択できます。 

SPEED

ピッチモジュレーションの周波数を指定します。

DEPTH

モジュレーションの強さを調節します。

PHASE

エフェクトがかかったサウンドをモノラルからステレオに拡大します。

FEEDBACK

レゾナンスを加えることで、シュワシュワとしたうねりのあるサウンドになります。フランジャーの場合、このパ

ラメーターは単極性になり、フェイザーの場合は双極性になります。

MIX

ドライ信号とウェット信号の比率を設定します。
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